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＋
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十
㎜
月
簡
翻
日
（
水
）

　
昨
夕
、
五
車
場
か
ら
逡
り
届
け
ら
れ
六
荷
物
類
の
中
、
書
類
等
．
な
皆
天
文
壷

．
に
蓮
ぶ
。
そ
れ
か
ら
市
街
な
散
歩
。
ふ
ぜ
パ
ー
ク
ソ
ー
通
の
公
園
に
近
い
所
、

ミ
セ
ス
・
ワ
ル
コ
下
方
に
キ
チ
ン
付
斗
・
の
好
い
｛
山
臥
見
付
浄
り
、
誇
る
二
十
山
ハ
日

よ
り
そ
れ
だ
借
り
る
ぐ
汁
決
め
、
目
串
果
し
衷
。
次
で
出
庚
伽
場
の
ハ
ー
バ
ー
ド
・
張
・
ラ

ス
ト
銀
行
に
弗
の
保
管
た
委
托
し
、
之
れ
で
総
て
が
落
付
い
☆
わ
け
だ
。

　
午
后
、
ボ
ス
ト
ン
の
下
町
あ
降
り
為
散
歩
す
。

浄
心
月
†
翼
B
（
木
）

　
朝
野
畦
孚
か
ら
目
交
姦
で
シ
ヤ
プ
レ
イ
、
カ
ン
ベ
ル
、
ミ
ス
・
カ
Z
ン
諸
氏

電
今
後
の
研
究
方
針
に
つ
い
て
翔
談
。
其
の
結
果
、
自
分
に
夜
間
二
十
四
吋
封

物
プ
リ
ズ
ム
土
定
十
五
吋
光
度
計
ご
た
使
用
し
，
叉
、
随
意
に
十
二
二
極
職
塞

四
鏡
奄
鰻
用
す
る
こ
ぐ
＼
勃
、
間
匡
不
規
則
攣
光
星
の
爲
眞
光
度
海
測
定
す
る
こ

亡
に
決
定
し
穴
。
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
ば
早
退
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
Z
星
の
材
料
た
く

れ
ろ
。

　
正
午
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
方
で
爾
人
午
餐
に
招
か
れ
、
英
子
雪
目
本
服
潜
蔚
六
〇

　
夕
方
、
セ
ン
ト
ラ
ル
登
場
ま
で
散
歩
。

博
聞
月
†
麹
日
（
金
）

　
午
前
中
、
カ
ン
ベ
ル
氏
に
十
二
吋
極
軸
望
暗
紅
な
見
ぜ
て
貰
ふ
o
A
館
の
南

向
き
の
階
上
の
窓
か
ら
南
極
の
方
角
に
十
二
吋
の
黎
違
目
た
突
き
禺
し
糞
も
の

で
、
灘
測
者
に
暖
か
な
室
内
に
心
地
よ
く
座
し
れ
．
ま
＼
全
髄
の
筒
の
蓮
韓
な

操
つ
り
，
筒
先
の
字
面
鏡
に
よ
っ
て
、
（
北
極
三
十
度
以
内
潜
除
く
）
全
天
の
槻

測
が
講
來
ろ
や
う
に
し
公
も
の
で
あ
る
Q
實
に
便
利
至
極
な
機
械
で
あ
ろ
。
「
之

れ
な
ら
ば
攣
光
醜
襯
測
者
の
能
山
寧
ば
十
倍
も
上
が
ろ
」
亡
思
ふ
。

　
今
日
ば
天
が
厚
く
曇
っ
て
、
室
内
に
始
終
燈
火
た
つ
け
る
Q
三
時
頃
か
ら
又

々
二
人
で
散
歩
。

勢
㎜
期
や
囎
日
（
土
．
）

　
午
前
申
、
キ
ン
グ
教
授
に
二
十
四
吋
プ
可
ズ
ム
鏡
の
使
用
法
た
親
明
し
て
貰

二
六

ふ
室
の
設
借
が
悪
い
弛
め
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
二
十
四
吋
に
ば
全
く
比
べ
ら
れ
な

い
や
う
に
思
ふ
が
、
し
か
し
此
の
プ
リ
ズ
ム
の
大
き
さ
に
に
呪
い
六
。

　
午
后
、
叉
、
瀞
ス
ト
ン
へ
行
き
．
・
、
下
町
た
散
歩
。
ア
ト
ラ
ン
チ
ク
街
の
家
マ
」

家
電
の
間
か
ら
、
始
め
て
太
西
洋
の
波
隔
日
繋
り
夕
方
大
急
ぎ
天
丈
藁
に
肺
リ

キ
．
ン
グ
教
授
芝
共
に
南
天
の
星
の
ス
ペ
ル
．
ト
ル
た
撮
影
、
傍
で
ボ
イ
氏
ば
例
の

有
名
な
一
吋
〃
ク
・
カ
メ
ラ
で
廣
角
天
鱒
爲
眞
を
撮
っ
て
み
る
。

　
今
夜
、
ミ
ス
。
カ
ノ
ン
が
來
訪
ぜ
ら
れ
六
ビ
、
英
子
の
話
り

十
㎜
月
÷
．
八
日
（
日
）

　
守
れ
か
し
て
、
十
「
時
漸
く
向
び
の
敏
會
の
禮
拝
に
列
し
図
り

　
午
后
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
鵬
の
㍗
」
ド
を
散
歩
し
六
曜
、
フ
ナ
レ
ン
鋤
り
に
プ

ラ
ツ
グ
氏
た
訪
問
、
同
家
一
同
ε
自
動
車
で
，
ケ
ン
プ
可
ヂ
、
プ
ル
ク
ラ
イ
ン

の
街
々
か
ド
ラ
イ
ブ
し
、
四
蒔
．
牛
逡
ち
れ
て
師
宅
∪

　
夜
、
始
め
て
十
二
二
極
軸
鏡
で
攣
光
星
糊
測
。

十
回
月
†
洩
日
（
月
）

　
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
Z
星
の
菊
園
光
度
琴
座
ろ
。

　
夕
食
後
、
ツ
エ
フ
ア
ソ
ン
實
瞼
場
の
談
評
會
に
出
席
し
て
、
シ
エ
ー
ブ
ア
氏

の
原
子
構
造
に
聾
す
ろ
講
話
な
き
い
穴
Q
そ
の
謬
り
、
途
上
で
辮
漢
に
出
會
ひ

「
お
キ
い
へ
雪
盲
・
ゲ
彪
か
ダ
イ
ム
．
か
な
持
ち
合
ゼ
カ
い
い
か
し
霊
聞
か
れ
．
て
、
ぎ
ょ
っ

定
し
れ
。
用
心
昏
々
Q

　
今
夜
に
珍
ら
し
く
澄
ん
だ
好
い
晩
で
あ
る
Q
爲
眞
ば
潟
の
光
で
駄
目
で
あ
ろ

が
、
十
二
吋
で
攣
光
星
潜
襯
測
し
糞
。

十
画
貝
襯
十
日
（
火
）

　
お
肇
且
少
一
削
、
ミ
ス
・
ウ
ヅ
に
瓦
刈
ら
さ
れ
、
て
、
〃
外
に
＾
鼎
罪
」
見
ろ
ご
、
㎡
ス
下

ン
の
空
か
ら
此
方
へ
向
け
、
大
き
な
飛
行
船
が
浮
ん
で
來
て
る
ろ
。
今
朝
ニ
ユ

ツ
ヤ
ツ
ー
か
ら
來
た
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
盤
で
あ
ろ
。
誰
も
か
れ
も
珍
ら
し
が
る
。

を
瑚
月
呼
閏
日
（
水
）

　
天
丈
凍
で
和
攣
ら
す
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
Z
の
爲
黒
板
た
測
ろ
。

　
夕
方
、
招
か
れ
、
て
プ
ラ
ン
〃
氏
方
で
仁
恩
奮
い
カ
だ
く
。
そ
れ
か
ら
暫
く
市

街
為
散
歩
し
て
蹄
宅
。

　
低
借
仙
座
の
与
る
晶
剛
で
、
罪
常
に
．
暖
か
い
〇

十
回
月
評
十
羅
臼
（
木
）

　
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
Z
星
の
爲
眞
光
度
の
一
九
一
〇
年
算
來
の
も
の
測
定
終
了

之
れ
を
カ
ー
ヴ
に
爲
し
大
ゼ
こ
ろ
が
、
一
九
一
四
年
以
來
約
流
百
日
毎
に
最
大

光
輝
が
表
ば
れ
て
み
て
頗
ろ
面
白
い
Q
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今
目
も
暖
か
い
。
滋
に
夜
ふ
け
て
雨
〇

十
脱
月
嵩
三
富
日
（
金
）

　
朔
セ
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
Z
星
の
光
度
曲
線
た
シ
ヤ
プ
レ
イ
、
ミ
ス
。
カ
ノ
ン

爾
氏
に
見
ぜ
た
ミ
こ
ろ
、
大
に
喜
ん
で
く
れ
た
Q

　
午
前
十
時
か
ら
、
爾
人
で
ボ
ス
下
ン
へ
行
き
、
シ
モ
ン
ス
・
カ
レ
ツ
ツ
に
、
、
、

ス
・
グ
リ
ム
セ
ウ
に
面
會
、
い
ろ
～
＼
學
業
の
摸
様
な
ご
聞
く
Q
そ
れ
か
ら
下

町
の
書
．
店
二
三
箇
所
奄
訪
ひ
、
夕
方
婦
宅
。

　
夜
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
宅
を
訪
れ
敦
が
、
主
人
に
不
在
で
、
ミ
ス
「
シ
ヤ
！
プ

の
み
三
六
。

寺
．
㎜
月
薗
㎜
÷
四
日
（
土
）

　
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
ば
高
著
R
X
星
研
究
の
材
料
々
く
れ
糞
Q

　
午
後
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
Z
星
の
「
比
較
星
の
底
光
潜
－
追
尋
し
遡
り

　
雪
目
ば
午
後
二
時
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
亡
エ
ー
ル
爾
大
憲
の
フ
ト
貯
ー
ル
仕
合

が
あ
る
筈
で
、
市
街
に
一
般
に
さ
ロ
い
で
る
ろ
ゆ
自
分
竺
入
場
券
が
な
い
の
で

行
か
れ
な
い
が
、
正
午
頃
、
廣
揚
ま
で
出
て
、
其
の
素
晴
し
い
景
氣
た
見
れ
。

折
か
ら
天
氣
に
雨
の
こ
し
や
降
り
で
あ
る
の
に
拘
ら
す
、
男
女
の
別
な
く
・
又

老
少
の
刷
な
一
、
皆
赤
青
の
旗
為
手
に
し
て
、
仕
合
揚
に
急
ぐ
光
景
物
凄
㌔
ば

か
り
夕
方
再
び
廣
場
に
出
て
見
る
Q
仕
合
の
結
果
、
十
三
鍬
O
で
エ
ー
ル
大
勝

利
。
十
㎜
月
四
剛
壷
颪
日
（
日
）

　
朝
か
ら
瀞
ス
下
ン
行
・
き
、
十
一
時
か
ら
右
一
名
な
ト
リ
ニ
テ
教
合
口
の
禮
拝
式
に
、

列
席
。
會
な
東
京
か
ら
韓
来
し
☆
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
」
師
の
大
震
災
に
關
す
る

説
敏
た
き
く
。

　
午
後
に
逆
捻
の
向
ひ
の
公
立
日
書
館
に
入
っ
て
、
建
築
や
内
部
の
装
飾
な
ご

見
、
三
時
か
ら
「
ボ
ス
ト
ン
市
」
な
る
通
俗
講
演
な
き
く
Q

＋
四
最
畢
諏
具
月
）

　
パ
ー
ク
ソ
ー
通
り
へ
移
韓
で
、
朝
か
ら
荷
作
り
、
午
後
「
暗
、
ト
ラ
ソ
〃
為

雇
っ
て
、
全
部
か
蓮
び
終
る
Q
午
後
ほ
市
場
で
食
料
品
の
買
物
潜
な
し
、
夕
食

に
げ
壕
暖
め
て
来
の
飯
た
乳
。
へ
六
〇
　
但
し
醤
湘
一
な
・
し
の
料
理
で
あ
ろ
。

　
午
後
五
時
、
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
實
瞼
所
の
談
話
會
に
禺
席
Q
題
に
ボ
ー
ア
氏
の

原
子
論
。

　
東
京
の
鵬
永
重
勝
氏
よ
り
來
信
。
大
災
難
の
中
に
「
天
文
亡
人
生
」
其
の
他
ご

三
の
著
書
紙
型
が
軟
ば
れ
乳
亡
あ
っ
穴
の
で
、
大
喜
ひ
。

十
三
月
二
十
・
電
日
（
火
）

　
朝
か
ら
セ
ン
ト
ラ
ル
廣
場
’
二
三
の
家
且
類
の
買
物
に
行
き
、
伺
、
ヴ
ン
ガ

ー
製
新
式
ミ
シ
・
二
蔓
を
買
ふ
。
英
子
ニ
コ
く
。

　
午
後
、
天
丈
薦
で
車
座
R
X
星
の
光
度
測
定
を
沁
む
Q
午
後
八
時
か
ら
天
文

講
演
會
に
ラ
イ
テ
ン
君
が
「
星
の
蓮
動
」
な
キ
暫
し
、
英
子
ば
そ
れ
か
き
い
カ
が

自
分
ば
、
其
の
問
＋
二
計
で
魏
測
し
て
ゐ
象
Q

十
・
剛
月
島
呼
八
日
（
水
）

　
不
思
議
に
今
の
室
に
移
っ
て
か
ら
朝
込
き
に
な
つ
表
。
今
日
も
七
時
牛
に
は

紀唾

瘁
E
て
、
、
一
三
除
、
合
掌
畢
、
w
《
れ
か
F
ら
自
ノ
ブ
ば
天
丈
憲
臨
へ
行
く
Q
室
で
匡
、
楠
㎜
座

R
X
．
．
の
測
定
為
績
け
ろ
Q

　
午
後
一
暗
か
ら
、
爾
入
で
ボ
ス
ト
ン
へ
行
き
、
ハ
ン
テ
ン
ト
ン
街
の
ナ
ペ
ラ

館
で
ア
ー
テ
ン
・
ハ
ー
ゴ
ー
の
エ
デ
潔
ス
劇
を
見
ろ
）
ギ
リ
ジ
ャ
劇
か
見
ろ
の

ば
自
分
ば
今
が
冷
め
て
で
あ
る
が
、
立
所
匡
憂
し
、
俳
優
ば
好
し
、
何
も
か
も

好
し
で
、
四
時
終
了
後
の
感
じ
ば
非
當
に
好
か
つ
六
Q
流
石
に
ハ
ー
ゴ
ー
の
穣
岬

だ
ビ
思
惑
し
め
索
節
に
多
い
が
、
眼
の
表
出
に
少
し
憾
み
ば
な
か
つ
六
か
。

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
1
1
N
ラ
ッ
セ
ル
覗
教
授
よ
リ
ク
リ
ス
マ
ス
の
招
待
歌
占
ろ
。

　
楴
濱
の
大
庭
夫
人
よ
り
手
紙
早
る
。
日
露
が
細
か
ぐ
書
い
て
あ
る
の
た
護
ん

で
、
涙
存
以
て
、
其
の
日
の
光
景
た
豊
艶
す
る
。

管
綱
月
二
十
烈
日
（
木
）

　
今
日
ば
感
謝
日
で
来
囲
の
休
日
で
あ
る
Q
自
分
等
も
其
の
心
持
ち
で
朝
ば
朝

ね
、
そ
れ
か
ら
新
聞
な
見
六
り
し
て
牛
日
な
費
す
。

　
午
後
、
好
天
氣
為
幸
ひ
、
外
出
。
地
下
纏
で
南
瀞
ス
｝
ン
へ
行
き
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
街
に
沿
ふ
宏
荏
向
港
の
景
色
を
眺
め
つ
」
、
散
歩
し
て
マ
リ
ン
公
圃
ま
で
行

つ
れ
。
し
か
し
冬
の
事
で
ば
あ
り
、
店
ば
閉
ぢ
ら
れ
て
、
夏
の
景
氣
ば
無
い
。

水
族
館
で
西
洋
の
魚
れ
ち
に
多
く
亜
透
し
、
夕
方
元
の
線
に
よ
つ
て
古
宅
し
六
．

十
一
月
開
晶
十
・
日
（
盆
）

　
午
前
中
、
天
文
纂
で
例
の
R
X
星
渦
定
Q

　
午
後
一
時
、
書
中
奄
終
っ
て
天
丈
墓
の
入
口
に
來
て
見
ろ
亡
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

山
の
エ
ラ
ー
マ
ン
氏
蜜
夫
人
亡
令
嬢
定
が
居
ら
れ
旗
Q
一
別
以
來
の
挨
拶
、
そ

れ
か
．
ら
室
尚
内
に
、
案
吃
堕
し
て
、
｝
収
り
敢
へ
す
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
盛
量
長
の
家
へ
｝
取
り
次
．

ぐ
午
後
四
時
か
ら
エ
ラ
『
マ
ン
氏
の
來
訪
奄
機
為
し
て
隻
會
室
で
御
茶
及
び
談

話
會
が
開
か
れ
、
大
學
々
生
天
文
藁
の
ス
テ
ツ
ソ
ン
氏
や
エ
ソ
ス
レ
イ
女
子
大
、

學
長
吉
肇
の
ダ
ン
カ
ン
氏
等
も
わ
ざ
ノ
＼
來
集
。
英
子
も
列
席
し
五
Q
縫
勢
三

十
名
、
婦
人
が
過
牛
数
一
そ
の
わ
け
ば
、
．
ゲ
リ
シ
ュ
氏
に
架
れ
ば
引
婦
人
巨

白
般
に
閑
な
か
ら
し
で
あ
ろ
そ
う
な
Q
會
で
先
づ
エ
ラ
ー
マ
ン
氏

二
七
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ボ
ン
ブ

　
「
ウ
イ
ツ
ソ
ン
野
天
丈
蔓
の
一
般
及
び
特
に
太
陽
断
の
水
素
團
に
つ
い
て
」

次
で
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
ほ

　
「
｛
干
宙
構
出
旭
に
關
す
ろ
砺
究
結
｝
果
に
つ
い
て
」

そ
れ
／
～
興
味
あ
る
講
謡
た
し
、
二
三
の
質
問
あ
り
Q
あ
亡
ば
米
國
式
の
さ
ば

け
糞
飛
交
會
定
な
つ
カ
Q
其
の
問
窓
外
．
の
天
氣
ぱ
急
に
上
し
定
化
し
て
廉
途
に

物
凄
か
つ
乗
。

病
臥
胴
月
㎜
日
賦
出
）

　
午
前
四
蒔
少
し
前
、
元
同
志
職
女
學
校
に
教
く
て
る
療
ミ
ス
。
ゴ
ー
ル
が
訪

れ
て
來
ら
れ
れ
9
久
し
ぶ
り
な
の
で
越
廼
び
、
ご
畔
聞
ほ
こ
話
し
糞
が
、
ミ
ス

に
日
本
の
話
、
支
那
の
話
、
航
海
の
話
、
メ
ー
ン
州
族
行
の
話
、
東
京
地
震
の

話
、
そ
れ
か
ら
莫
語
の
獲
音
法
に
至
る
劇
で
、
あ
ら
ゆ
る
事
た
話
さ
れ
糞
Q
日

本
語
で
な
ら
ば
三
日
ぐ
ら
み
の
話
材
為
。

　
夜
に
二
十
四
吋
で
ミ
ラ
星
の
ス
ペ
〃
ト
ッ
た
撮
影
Q

学
童
潟
農
呂
（
目
）

　
諏
剥
十
時
小
†
か
ら
ケ
ン
プ
リ
ヂ
第
一
命
国
衆
馬
爪
口
で
禮
拝
り
距
の
下
命
慧
μ
一
山
ハ
三

山ハ

N
細
別
立
マ
」
あ
ろ
Q

午
後
二
時
か
ら
ガ
ス
ト
ン
行
き
。
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
停
留
場
で
ド
ク
レ
ル
檜
原

氏
に
，
迎
へ
ら
れ
、
案
”
囚
さ
れ
辱
て
、
〃
イ
ン
ス
ベ
リ
博
巡
の
同
氏
宅
へ
行
つ
六
〇
夕

食
に
ば
日
本
食
を
い
索
ゾ
寄
＼
入
時
頃
、
藤
原
唯
義
同
定
同
心
、
ケ
ン
プ
リ
ヂ

に
麟
ろ
Q

÷
轟
月
噂
㎎
醐
目
（
月
）

　
慨
嘆
R
X
星
の
測
定
が
終
っ
て
、
午
後
、
光
度
曲
線
た
藩
い
て
見
力
〇
一
九

一
七
年
以
來
ば
大
し
て
攣
化
ば
し
て
み
な
い
が
、
小
さ
い
礎
光
の
中
に
も
著
し

い
特
色
ほ
あ
る
Q

　
夕
方
、
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
實
瞼
揚
へ
物
理
穫
談
話
企
・
に
行
く
。
題
ほ
「
ボ
ー
ル

の
利
尿
子
論
」
で
、
ケ
ン
プ
ツ
氏
が
説
閉
召
し
（
バ
。

　
曲
央
．
†
に
A
「
目
囲
始
め
て
，
皿
蜘
り
吼
て
ボ
ス
下
ン
へ
，
只
ひ
物
に
”
狩
、
曳
O

†
咄
嘲
月
聖
日
（
火
）

　
醗
鵬
座
R
X
ヱ
の
結
果
か
ミ
ス
。
カ
ノ
ン
に
見
厄
六
〇
・
次
ほ
駅
者
の
A
B
星
に

定
り
か
か
る
ゆ

　
今
夕
か
ら
始
め
て
、
毎
週
火
金
の
二
口
づ
」
、
潔
ス
ト
ン
の
偉
ー
エ
ー
ル
學

院
で
、
通
俗
掌
理
に
、
ハ
ー
バ
；
ド
大
全
の
ビ
ル
グ
ホ
フ
段
授
が
「
相
封
原
律

の
趨
原
、
性
質
及
影
響
」
た
講
演
す
ろ
の
で
、
自
分
も
乏
き
に
行
く
。
天
丈
凄
　

の
蓮
中
も
、
キ
ン
グ
敏
授
た
始
め
、
多
数
賠
講
す
ろ
。
今
夕
ば
第
「
講
で
「
ユ

二
八

ト
ク
リ
ド
、
ニ
ウ
ト
ン
、
フ
ア
ラ
デ
イ
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
」
建
い
ふ
題
で
あ

り
カ
が
、
幻
燈
入
り
で
、
派
手
な
や
り
方
で
あ
っ
雲
。

十
二
月
五
日
（
水
）

　
午
後
二
一
時
か
ら
、
ポ
ス
ト
．
ン
の
ナ
ペ
ラ
。
ハ
ウ
ス
へ
・
天
評
判
の
マ
ー
チ
ン
・

ハ
ト
ゴ
ー
璽
，
ハ
ム
レ
ジ
ト
」
劇
か
見
に
行
く
。
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
式
だ
亡
か
で
、

中
々
、
攣
つ
宏
珍
ら
し
い
黙
が
多
か
つ
糞
Q
幽
禦
の
出
ろ
暗
夜
の
景
や
、
大
詰

ハ
ム
レ
ッ
ト
蝿
葬
の
舞
蔓
な
ご
深
い
．
印
象
た
獲
し
穴
。
夜
警
の
場
の
星
空
の
表

ば
し
方
も
面
白
か
つ
六
〇
．

夜
、
天
茎
で
に
通
俗
講
演
會
に
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
薦
長
が
「
地
球
の
起
原
」
た

話
し
カ
Q

　
南
亜
の
リ
ー
ド
氏
新
舞
星
獲
見
の
報
來
ろ
〇

十
幽
隔
月
六
臼
（
木
）

．
終
日
、
天
文
蔓
の
C
館
で
駅
者
座
A
L
星
の
光
度
た
調
査
ず
、
る
Q

　
夜
は
プ
ラ
ツ
〃
氏
へ
行
寄
・
、
功
田
守
番
為
頼
ま
れ
＼
宜
ハ
の
同
一
、
目
見
齋
で
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
製
　
の
レ
デ
オ
に
「
よ
り
、
ボ
ス
㍗
ン
の
立
R
樂
総
員
か
斗
、
く
Q

十
二
月
囎
日
（
金
）

夕
方
五
時
、
約
束
に
よ
リ
ペ
ド
レ
ー
氏
の
訪
問
か
受
け
、
案
内
ぜ
ら
れ
糞
、

汽
車
に
「
よ
り
、
ナ
ー
バ
ー
ン
デ
ー
ル
の
同
氏
宅
へ
行
爵
・
、
晩
鍛
峡
た
頂
く
O
同
宅

に
ぱ
、
や
ば
り
日
本
畦
道
か
ら
囲
米
せ
ら
れ
穴
ヶ
り
1
氏
夫
妻
も
尻
ら
れ
、
大

攣
愉
快
な
倉
合
で
あ
っ
糞
り
食
後
、
い
ろ
く
日
本
の
こ
定
な
ご
話
し
☆
後
、

ケ
リ
ー
夫
人
及
び
令
息
に
逞
ら
れ
、
白
勤
軍
で
齢
宅
。

　
コ
ペ
ン
ハ
ー
グ
ン
か
ら
、
り
ー
ド
葺
星
に
ダ
レ
ス
ト
彗
星
だ
ご
い
ふ
電
報
が

來
糞
。

幸
・
二
月
八
B
（
土
）

　
夕
食
後
、
ボ
ス
ト
ン
の
園
藝
館
内
に
開
か
れ
て
る
ろ
レ
デ
オ
共
進
會
た
見
に

行
く
。
　
｝
人
玉
十
五
仙
づ
・
の
入
墨
料
に
ば
少
な
か
ら
ず
焦
か
さ
れ
穴
が
、
内

部
の
陳
列
に
可
な
り
有
釜
な
も
の
で
あ
っ
実
。
殊
に
賜
室
で
見
ぜ
ら
れ
糞
レ
デ

オ
の
活
動
爲
員
的
観
明
ば
非
常
に
巧
み
に
出
張
て
る
て
、
活
動
爲
眞
の
教
育
的

効
果
に
今
更
感
心
し
宏
℃

　
夜
、
ミ
ラ
翻
測
。

十
嵩
月
九
日
置
．
日
）

　
朝
十
一
時
か
ら
ア
プ
シ
ト
ン
會
堂
で
禮
拝
、
有
名
な
フ
ナ
ス
デ
〃
氏
の
観
教

潜
始
め
て
開
く
。
會
堂
が
ぜ
ま
い
の
に
、
平
生
以
上
の
大
入
り
で
、
自
分
等
ば

終
り
ま
で
立
ち
づ
め
で
あ
っ
れ
。
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午
後
二
時
か
ら
、
約
束
に
よ
り
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
、
ミ
ス
・
ペ
イ
ン
ご
四
人

連
れ
で
、
汽
車
で
ウ
エ
レ
ス
レ
イ
女
子
大
學
の
天
丈
塵
へ
招
か
れ
て
行
く
〇
三

時
頃
着
Q
ダ
ン
カ
ン
国
璽
長
に
迎
へ
ら
れ
、
雨
の
中
な
、
暫
く
、
大
恩
の
カ
ン
バ

ス
や
諸
種
の
建
果
物
為
見
あ
ろ
き
、
最
後
に
天
恩
蔓
の
内
部
々
詳
し
く
見
ろ
。

曲
教
授
用
設
備
が
肝
四
く
出
來
て
る
る
。
ハ
」
バ
ー
ド
々
口
興
似
雲
四
吋
の
級
鰐
軸
望
｛
遠

鏡
も
あ
っ
六
、
i
午
後
四
時
過
ぎ
か
ら
豪
三
宅
で
テ
イ
の
會
が
催
さ
れ
、
壷

長
の
特
別
厚
意
で
、
此
の
女
子
大
乗
に
野
拙
中
の
日
本
畢
生
七
人
物
蔀
も
招
か

れ
．
て
集
ま
つ
穴
。
一
時
間
あ
ま
り
、
日
本
語
で
い
ろ
く
の
歪
な
す
．
る
9
六
時

孚
獲
の
汽
車
で
館
宅
。

†
謡
月
十
日
（
月
）

　
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
Z
星
の
研
究
結
果
遅
タ
イ
プ
し
て
総
長
に
報
告
。
午
後
五

蒔
よ
り
例
の
物
理
學
談
話
會
、
シ
ェ
フ
ア
氏
が
タ
ウ
ン
ス
エ
ン
ド
の
電
子
の
亭

均
白
山
通
路
論
か
よ
む
。

　
夜
七
睡
・
か
ら
、
ハ
ー
ヴ
ー
ド
・
ユ
ニ
オ
ン
で
フ
オ
ス
デ
グ
の
宗
教
適
虞
「
墓

三
帰
書
ば
何
ぞ
や
」
を
き
い
六
Q
そ
し
て
、
内
容
が
輩
に
宗
敏
道
徳
的
ア
ピ
ー

ッ
で
あ
っ
雲
の
で
、
多
少
失
望
し
カ
。
講
演
後
の
自
由
質
問
書
其
れ
に
謝
す
ろ

慮
答
に
少
し
く
面
白
か
つ
実
が
、
．
要
す
る
に
ア
メ
リ
カ
の
現
代
的
宗
敏
ご
、
青

年
學
生
の
傾
向
に
關
す
ろ
一
言
息
か
知
り
高
峯
の
み
。
　
　
・
今
更
、
来
國
基
督

敏
の
異
笠
田
傾
向
を
悲
し
く
思
つ
犬
0

浄
黒
月
十
回
日
（
火
）

　
終
日
、
天
暦
蔓
で
研
究
。
夜
ぱ
八
蒔
か
ら
・
ー
エ
シ
所
得
で
ビ
ル
グ
ホ
フ
氏

の
相
封
論
「
重
力
の
薪
蕎
論
］
な
き
㌧
㌔
錆
っ
て
槻
測
。

　
ウ
エ
レ
ス
レ
イ
の
堂
本
・
氏
か
ら
醤
汕
四
太
・
到
並
盾
、
口
耳
歳
た
三
唱
す
。

十
凹
㎜
月
十
最
臼
（
水
）

　
走
者
座
A
B
」
の
光
度
闘
茶
「
先
づ
終
ろ
。
書
に
か
く
、
垂
れ
も
攣
な
生
だ

冴
々
に
ア
ル
ゴ
ー
ル
型
の
や
う
に
急
激
で
、
叉
、
詣
る
時
ば
ミ
プ
の
や
う
に
漸

進
的
だ
Q

　
夜
、
襯
測
し
て
、
n
島
．
圧
s
s
星
が
櫓
光
し
始
め
糞
の
に
氣
が
つ
い
糞
Q

十
二
月
十
三
a
（
木
）

　
朝
か
ら
ハ
ー
ヴ
ー
ド
・
ス
グ
エ
ア
へ
三
人
で
買
物
に
行
く
。
明
王
の
御
馳
走

の
準
備
で
あ
ろ
」
そ
れ
か
ら
自
分
ば
天
寸
義
へ
行
っ
て
帳
消
座
A
B
星
の
局
蔀

的
光
度
曲
線
か
謁
．
く
。

　
夜
八
時
か
ら
、
天
丈
璽
で
ば
通
俗
講
演
會
リ
キ
ン
グ
教
授
が
「
望
遠
鏡
歴
史
」

に
つ
い
て
話
す
。
藤
原
氏
も
來
蜷
ぜ
ら
れ
カ
。

十
二
月
十
四
日
（
金
）

　
今
日
匡
自
分
竿
の
紡
華
甲
十
年
に
當
ろ
日
な
の
で
、
紀
念
の
午
饗
合
か
催
す

こ
導
」
し
⊃
；
百
以
前
か
ら
、
い
ろ
一
書
準
備
し
て
み
れ
。
い
よ
一
今

日
、
午
後
一
時
、
自
分
ば
シ
ヤ
プ
レ
イ
．
夫
妻
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
及
ひ
ゲ
リ
シ
．
工

教
授
か
案
内
し
て
宅
に
婦
り
、
一
時
＋
五
分
か
ら
食
卓
な
開
く
。
食
ギ
団
純
粋

の
日
・
本
食
で
、
讐
を
用
ふ
る
こ
亡
。
嚢
子
匡
日
本
服
で
接
待
し
穴
。
シ
ヤ
プ
レ

イ
、
　
ゲ
リ
シ
ユ
爾
氏
匡
流
石
に
紳
士
で
、
少
々
厚
か
ま
し
く
も
や
っ
て
の
け
’
た
が

婦
人
蓮
ば
大
羽
り
Q
シ
ヤ
プ
ソ
イ
口
入
ば
お
す
し
一
皿
に
も
て
あ
ま
し
て
見
え

れ
。
i
一
時
間
ば
か
り
食
寧
ば
大
笑
ひ
大
騒
動
で
あ
っ
糞
Q

　
夜
八
噂
か
ら
例
に
よ
り
・
r
エ
ル
學
院
で
ビ
〃
グ
ホ
フ
氏
の
相
鮒
穿
下
「
相

罫
論
の
捜
絵
的
研
究
」
9
講
演
者
ぱ
裁
駅
家
な
の
で
此
の
方
面
ば
齢
り
得
意
で
な

、
ら
し
、
Q

し
　
　
　
　
　
　
　
し

十
団
旧
月
寺
五
日
（
土
ノ

　
昨
日
あ
れ
り
か
ら
急
に
寒
ぐ
な
つ
カ
。

　
夜
、
翁
人
で
コ
ン
モ
ン
エ
ル
ス
街
の
ミ
ス
・
シ
ヤ
ウ
ツ
ド
な
訪
田
。

・
†
剛
四
月
†
斎
日
（
日
）

　
登
れ
、
し
イ
「
駅
馬
町
に
記
陣
各
㌔
ム
ム
O

　
午
後
四
時
か
ら
工
業
學
院
で
開
か
れ
ろ
譜
演
倉
に
行
き
、
シ
ヤ
イ
マ
i
氏
の

「
地
質
學
及
．
ひ
放
射
物
質
よ
り
見
糞
ろ
地
球
の
年
齢
」
た
・
き
く
口
、
緕
諭
ば
、
波
澱

碧
亀
力
ら
判
断
す
れ
ば
地
球
に
一
千
二
百
萬
年
以
上
、
生
物
進
化
よ
り
す
れ
ば

四
十
億
年
以
内
、
放
射
物
質
よ
り
研
究
す
れ
ば
約
ご
千
億
年
遇
い
ふ
の
で
あ
っ

糞
。
噛
嘉
月
三
蓋
日
〔
月
）

　
ま
だ
、
駁
者
座
A
B
の
・
光
度
曲
纏
で
忙
が
し
い
Q

　
天
丈
姦
の
西
隣
り
の
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
教
會
で
に
創
立
七
十
五
年
で
、
そ
れ

を
．
覗
ふ
大
め
、
庇
番
符
夜
六
字
の
サ
ー
チ
ラ
イ
恥
な
黙
じ
て
心
教
行
田
｝
」
高
塔
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
た
や
る
の
で
、
天
丈
豪
の
方
で
に
、
空
が
明
ろ
く
て
、
観

測
が
戦
く
出
路
な
い
。

三
顧
圃
月
†
八
日
（
．
火
）

　
今
日
ば
夕
食
に
日
本
式
の
す
き
や
き
な
し
て
、
天
丈
藁
か
ら
ラ
イ
テ
ン
、
メ

ン
セ
ル
爾
…
君
秘
招
い
糞
。
ラ
イ
テ
ン
乱
君
ぱ
届
者
の
持
ち
や
・
り
た
何
所
で
疑
え
六
も

の
か
頗
ろ
巧
み
で
、
口
本
食
が
大
に
氣
に
入
つ
カ
．
書
見
え
、
飯
た
四
に
い
も
亭

げ
れ
。
メ
ン
セ
ル
君
ば
、
量
れ
に
反
し
、
査
く
の
始
め
書
見
え
て
、
一
ぼ
い
の

飯
に
持
ち
．
あ
ぐ
み
、
水
た
コ
ソ
プ
に
四
杯
も
飲
ん
で
総
て
潜
流
し
込
ん
だ
。

二
九
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夜
八
時
か
ら
、
メ
ン
セ
．
ル
君
亡
同
道
し
て
、
ロ
ー
エ
ル
學
院
の
ビ
ル
グ
ホ
フ

相
謝
講
演
「
相
勤
論
の
二
三
の
奇
論
」
潜
き
く
〇

十
二
月
十
九
日
（
水
）

　
水
澤
の
川
崎
氏
か
ら
震
災
紀
念
の
雑
誌
が
來
れ
Q
く
り
ひ
ろ
げ
て
種
々
の
感

に
ふ
け
る
。

†
＝
月
二
†
日
（
木
）

．
数
日
前
か
ら
バ
ー
・
ヴ
ー
ド
大
組
「
新
講
堂
」
で
ダ
ウ
シ
學
倉
主
催
の
下
に
、
宗

一
教
帥
講
演
會
が
開
か
れ
、
英
國
「
ケ
ン
プ
ー
ー
ヂ
大
思
†
セ
ン
ト
．
。
ツ
ヨ
ン
。
カ
ソ
ヂ
の
T

R
グ
ロ
ザ
ア
氏
が
ヲ
聖
パ
ウ
ロ
」
亡
い
ふ
題
で
連
績
的
に
講
演
し
て
み
る
。
始
め

か
ら
開
春
六
か
つ
六
が
、
今
夕
暇
奄
得
て
其
の
第
四
講
「
人
ビ
し
て
の
パ
ウ
ロ
」

な
き
い
乳
Q
ひ
ご
い
な
ま
り
英
語
で
原
稿
か
、
朗
讃
す
ろ
の
で
、
わ
か
り
に
く
か

っ
た
が
、
ε
に
か
く
、
頗
ろ
詩
的
な
講
演
で
あ
っ
六

十
剛
．
臨
月
二
十
期
日
（
金
）

．
午
後
四
時
孚
か
ら
豪
長
シ
ヤ
プ
レ
イ
宅
で
年
末
の
テ
イ
・
パ
ー
テ
ィ
が
あ
っ

て
、
両
人
共
出
席
。
英
子
ば
新
製
の
ド
レ
ス
た
着
糞
。

　
夜
に
八
時
か
ら
・
ー
エ
ル
學
院
で
ビ
ル
ク
ホ
ク
教
授
の
相
轡
論
最
終
講
演

「
相
封
論
の
哲
學
的
影
響
」
た
き
く
O
彼
れ
ば
や
ば
り
客
来
家
だ
Q

十
二
月
魍
細
や
■
陶
日
（
土
）

　
午
前
中
、
ボ
ス
ト
ン
へ
行
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
買
ひ
物
。

　
午
後
、
篭
写
座
A
B
星
の
光
度
研
究
を
一
先
づ
終
ろ
〇

十
二
月
二
十
閣
禺
日
（
日
）

　
今
朝
に
ケ
ン
プ
リ
ヂ
廣
揚
に
近
い
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
激
倉
で
グ
リ
ス
マ
ス
禮
拝

為
守
つ
れ
。

　
点
佼
、
澄
ス
ト
ン
の
で
ミ
ス
・
シ
ヤ
ウ
ド
の
イ
ん
七
へ
招
か
れ
’
、
行
薯
」
一
舶
式
帽
側
來
合
ぜ

六
十
人
程
の
日
本
學
生
ビ
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
覗
ひ
で
愉
快
に
打
ち
興
じ
れ

十
島
月
㎝
閲
十
四
日
、
月
）

　
午
前
中
、
室
住
氏
が
熊
本
農
學
校
長
小
池
氏
か
案
内
し
て
天
文
壷
に
來
ら
れ

象
。
外
匡
珍
ら
し
い
雪
ご
風
で
あ
る
。

　
夜
七
時
か
ら
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
に
連
れ
ら
れ
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
ビ
ー
ゴ
ン
・
ヒ

卿
の
街
々
の
ク
リ
ス
マ
ス
就
ひ
な
見
に
糞
壷
、
そ
れ
か
ら
づ
ン
モ
ン
エ
ル
ス
街

の
聯
合
大
門
婦
人
ク
ラ
ブ
奄
訪
れ
て
・
九
時
期
中
露
つ
象
〇

十
二
月
二
十
五
日
（
火
）

　
朝
、
プ
ラ
ン
ク
、
シ
ヤ
プ
ソ
イ
爾
家
へ
〃
“
ス
マ
ス
の
挨
拶
に
行
き
、
そ
れ

か
ら
ボ
ス
ト
ン
へ
行
っ
て
、
．
増
原
ド
〃
ト
シ
た
訪
問
、
訳
で
公
園
か
ら
ハ
ン
．
テ

三
〇

ン
ト
ン
街
、
コ
ロ
ン
バ
ス
街
あ
預
り
た
散
歩
し
て
、
夕
方
蹄
偉
し
糞
O

十
コ
皿
月
二
†
六
日
（
水
）

　
プ
サ
ー
女
子
大
學
に
開
か
れ
ろ
来
國
天
丈
學
倉
に
出
席
の
た
め
、
夕
方
五
時

軍
濁
、
家
を
禺
で
、
六
時
ボ
ス
ト
ン
南
ス
テ
ン
シ
ヨ
か
ら
フ
ナ
ル
・
リ
ヴ
ー
特

別
列
車
に
乗
る
Q
七
時
二
十
分
、
フ
ナ
ル
・
リ
ブ
；
着
。
そ
れ
か
ら
美
し
い
客

船
プ
可
マ
ス
號
に
乗
り
換
へ
、
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
に
向
ふ
。
航
路
に
ロ
ン
グ
・
ア
イ

ラ
ン
ド
内
海
か
行
く
の
だ
か
ら
、
書
間
な
ら
ば
景
色
が
好
い
だ
ら
う
建
思
ふ
が

夜
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
客
に
皆
船
内
の
室
で
れ
む
ろ
。
椅
子
に
腰
か
け
象
ま

、
、
居
．
れ
む
る
の
も
あ
ろ
Q

十
隔
同
月
嘉
÷
土
日
（
木
）

　
朝
山
ハ
時
雫
頃
、
船
の
窓
か
ら
外
潜
見
ろ
定
、
夜
が
少
し
く
明
け
て
來
て
両
岸

の
亀
鼠
色
が
押
ン
や
可
ミ
見
・
フ
～
る
。
船
は
A
耳
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
に
近
い
、
ぜ
ま
い
岸
の

問
た
縫
ふ
て
る
る
〇
七
時
雫
、
肚
大
な
ヘ
ッ
・
ゲ
ー
ト
の
下
な
通
過
Q
そ
れ
か

ら
三
十
分
ば
か
り
の
間
に
虹
の
や
う
な
大
き
な
橋
の
下
秘
通
る
こ
ミ
五
圓
、
ニ

ゥ
日
ー
ク
の
盛
ん
な
高
塔
椴
閣
の
景
色
か
眺
め
つ
、
、
バ
テ
リ
ー
の
沖
た
大
曲

り
し
て
第
十
四
突
堤
に
醜
い
☆
の
に
八
時
．
で
あ
っ
象
。
船
艮
操
定
よ
リ
一
時
間

も
回
れ
象
け
れ
ご
、
之
れ
が
甘
め
ニ
ウ
母
野
〃
の
杢
景
准
水
上
か
ら
恣
ま
に
し

得
力
の
ば
自
分
に
取
っ
て
幸
ひ
で
あ
っ
た
。

　
下
瀦
後
、
直
ち
に
高
架
電
通
で
大
中
央
停
‡
場
に
行
く
。
庇
の
停
車
揚
に
汽

車
た
待
つ
間
、
ふ
虐
大
ホ
ー
ル
の
天
井
奄
見
上
げ
糞
ビ
、
」
う
が
」
双
魚
星
座
か
ら

牡
牛
星
座
ま
で
の
黄
道
星
座
が
謁
か
れ
て
あ
ろ
の
を
望
見
し
穴
が
、
其
の
譜
き

方
が
左
右
全
く
逆
に
な
っ
て
居
り
、
只
、
ナ
リ
オ
ン
定
ハ
イ
ヤ
デ
ス
ビ
の
み
な

正
し
く
三
嘆
め
に
牡
牛
座
の
星
・
が
二
一
回
れ
て
ゐ
カ
リ
し
奉
た

見
て
、
あ
き
れ
ヵ
。
－
1
こ
こ
に
大
ア
メ
リ
カ
の
表
玄
騨
で
ば
な
い
か
日
”

　
さ
て
、
午
前
十
時
嚢
の
シ
カ
ゴ
行
急
行
列
車
に
便
乗
、
十
　
時
四
十
五
分
ポ
．

ウ
キ
プ
シ
ー
市
に
着
。
電
隼
で
ヴ
サ
i
女
子
大
學
に
着
い
て
、
本
館
第
四
五
四

號
室
に
入
つ
六
。
そ
し
て
取
り
敢
へ
す
天
丈
會
揚
の
サ
ン
ダ
ー
ス
山
回
場
に
馳

け
つ
け
て
見
れ
ば
、
恰
も
午
前
の
會
が
終
つ
六
ぜ
こ
ろ
で
、
一
同
今
や
表
石
段

上
に
集
ま
り
、
紀
念
篇
置
ん
撮
る
芯
こ
ろ
で
あ
っ
れ
。

　
午
後
三
訂
か
ら
本
館
鷹
接
室
で
主
人
役
ミ
ス
・
プ
ア
ネ
ス
敏
授
貞
ち
テ
イ
な

サ
う
ヴ
ぜ
ら
れ
、
三
時
間
か
ら
、
又
、
午
前
の
に
引
き
戦
い
て
弓
丈
會
が
あ
っ

距
。　
晩
饗
午
後
六
蒔
。
そ
れ
か
ら
天
幽
思
で
非
公
式
の
祉
交
會
が
あ
っ
六
け
れ
ご

白
分
に
風
那
の
氣
味
な
の
で
自
室
に
引
キ
こ
覧
も
つ
表
Q
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十
二
月
＝
十
八
日
（
金
）

　
朝
起
き
て
見
れ
ば
、
外
ぱ
美
し
い
雪
が
積
っ
て
み
る
り
食
後
、
カ
メ
ラ
た
提

げ
て
飛
び
出
し
、
天
丈
壷
を
始
め
数
枚
の
篇
眞
た
撮
り
、
十
時
．
か
ら
匡
論
丈
會

に
冒
出
庸
し
六
り
昨
日
団
論
丈
會
の
座
長
ば
1
1
N
ラ
ソ
セ
レ
氏
で
あ
っ
カ
が
、
．
今

日
ば
E
W
プ
ラ
ゥ
ン
氏
で
あ
る
Q

　
午
後
ば
二
時
か
ら
天
交
誼
の
冬
襯
請
し
雲
が
、
三
時
か
ら
、
又
、
テ
イ
の
會

三
時
牛
か
ら
一
同
サ
ン
ダ
ー
ス
實
験
揚
に
集
ま
っ
て
、
曝
書
し
て
、
［
九
二
五

年
一
月
二
十
四
日
の
皆
既
日
食
に
召
す
ろ
研
究
及
び
討
議
が
あ
っ
た
Q
此
の
日

食
に
ほ
既
設
の
天
．
文
壷
が
六
ヶ
所
も
皆
既
線
の
中
に
入
ろ
の
で
、
皆
、
中
々
の

膏
氣
込
み
で
あ
る
。

．
夜
、
八
時
か
ら
、
大
儲
曾
場
で
又
日
食
に
託
す
ろ
特
別
集
會
が
あ
り
、
先
づ

ス
テ
ビ
ン
ス
氏
が
立
っ
て
。
去
る
九
月
加
州
カ
タ
リ
ナ
島
に
於
け
ろ
ヤ
ー
キ
ー

ス
天
文
豪
蓮
征
隊
の
幻
燈
藷
や
活
動
爲
眞
か
説
明
せ
ら
れ
距
。
活
動
爲
眞
の
中

に
ば
自
分
も
入
っ
て
み
た
ー
ー
一
　
次
で
ス
フ
ー
ス
モ
ア
天
脚
註
の
ミ
ラ
ー
氏
が
、

同
じ
年
同
じ
日
、
メ
キ
シ
コ
の
・
エ
ル
バ
ネ
ス
に
潜
在
し
て
得
表
日
食
の
爲
置
、
や

パ
テ
ー
キ
ネ
マ
の
活
動
爲
言
為
見
ぜ
て
説
．
明
ぜ
ら
れ
れ
Q
．

十
端
月
二
十
丸
日
（
土
）

　
午
前
九
時
か
ら
天
文
塵
の
講
義
室
に
「
同
が
集
合
し
て
、
駄
・
、
ス
。
フ
ア
ネ
ス

だ
陣
長
書
し
、
「
天
衆
教
育
」
に
つ
い
て
討
議
會
が
催
さ
れ
ぬ
ラ
ツ
セ
〃
、
シ
ヤ
プ

ソ
イ
、
ミ
ス
・
ビ
グ
ロ
ー
、
ス
ロ
ー
カ
ム
、
カ
ー
テ
ス
竺
リ
が
盛
ん
に
謡
思
見
々
吐

い
雲
、
罪
常
に
有
釜
で
あ
っ
表
。

十
一
時
牛
、
會
艮
全
部
終
了
、
そ
れ
か
ら
気
分
等
温
大
急
ぎ
で
荷
物
た
書
㌧
の

へ
、
タ
ク
シ
で
停
山
単
倶
塀
に
臨
馳
ゆ
り
つ
駆
り
て
、
十
一
時
五
十
二
分
護
の
列
車
に
乗
り

ご
ウ
ヨ
ー
ク
に
向
ふ
。
車
中
、
ラ
ソ
セ
ル
、
ビ
ゲ
ロ
ー
、
ソ
ー
ナ
ー
、
シ
ヤ
プ

ソ
イ
等
亡
同
席
し
て
雑
談
O

　
午
後
二
畦
．
、
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
市
第
一
二
五
街
停
車
場
で
自
分
は
下
車
し
、
直
ち
に

ゴ
ロ
ン
ビ
ア
大
鷺
の
動
物
學
教
室
に
京
都
大
學
か
ら
來
て
る
ら
れ
ろ
駒
井
卓
氏

な
訪
ね
、
案
内
ぜ
ら
れ
て
、
同
大
學
構
内
潜
一
巡
。
其
時
、
こ
㌧
の
大
學
天
丈

壷
な
見
た
O
有
名
な
此
の
大
立
の
割
に
に
誠
に
貧
弱
な
も
の
で
、
七
一
ぐ
ら
み

の
赤
点
儀
室
定
、
其
れ
に
附
屡
し
穴
子
午
線
室
が
あ
る
ば
か
り
。
人
々
匡
「
便

所
亡
間
違
ひ
さ
う
だ
」
蜜
評
し
て
ゐ
六
。
携
任
の
ジ
ヤ
コ
ビ
ー
教
授
ぱ
目
下
ア

ポ
プ
レ
キ
γ
－
で
入
院
中
で
あ
ろ
そ
う
な
。

　
そ
れ
か
ら
駒
井
氏
の
案
内
で
、
隣
り
の
ユ
ニ
ナ
ン
紳
三
校
に
魚
木
君
た
訪
ね

校
内
な
一
巡
。
次
で
ハ
ド
ソ
ン
河
岸
に
出
で
、
有
名
な
グ
ラ
ン
ト
將
車
の
墓
な

見
物
し
、
再
ひ
動
物
學
敏
室
に
麟
．
つ
て
、
荷
物
た
持
ち
、
地
下
霞
車
で
第
一
七

三
街
の
駒
井
帰
宅
に
着
い
穴
。

　
夜
ば
、
長
い
間
、
世
間
話
や
ら
宗
敏
諭
で
、
床
に
つ
い
糞
の
ば
十
二
時
。

十
囲
朧
月
甲
乙
雫
日
（
日
）

　
九
畦
憶
隊
Q
駒
非
夫
妻
に
案
内
ぜ
ら
れ
て
、
下
町
の
ブ
ロ
ー
ド
エ
ー
會
衆
振

會
堂
に
行
・
き
。
十
一
時
か
ら
の
禮
拝
に
雲
列
Q
有
名
な
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
牧
師
の

歳
末
説
敏
（
彗
．
硝
第
十
九
篇
か
ひ
い
糞
も
の
）
々
斗
こ
、
好
い
印
象
た
受
け
糞
9

そ
れ
か
ら
、
更
に
魚
本
、
有
思
念
君
門
加
へ
、
五
人
揃
っ
て
、
穿
五
十
入
街
の

一
日
本
料
理
店
で
三
食
）
後
、
有
架
　
駒
井
礪
君
ご
自
分
だ
け
に
第
七
十
七
街

の
博
物
館
た
見
力
．
中
に
、
グ
リ
ン
ラ
ン
ド
産
の
三
＋
六
噸
の
大
限
界
ぐ
＼
最

近
二
野
か
ら
罵
り
出
し
た
古
代
獣
の
卵
の
化
石
ば
見
も
の
で
あ
っ
距
Q

　
夕
方
、
ま
れ
、
駒
井
氏
宅
で
御
厄
介

勢
図
剛
丹
醐
島
十
闘
B
（
月
）

　
早
朝
・
七
時
、
凹
嗣
非
氏
φ
七
ん
醇
し
、
敏
へ
ら
れ
糞
涌
僧
り
の
竃
由
単
に
9
よ
っ
て
、
、
東

第
五
十
九
街
の
臼
口
鳶
口
順
店
［
へ
戸
行
っ
て
、
い
ろ
一
御
正
一
月
の
一
点
俘
物
F
o
瞬
て
れ
た
ヒ
刀

バ
ン
に
訟
陶
め
冒
込
ん
で
大
中
央
僖
亀
単
場
に
．
馳
ゆ
り
つ
ゆ
り
、
十
時
獲
の
醐
列
車
に
乗
ろ
O

天
氣
ぱ
荒
れ
模
檬
で
、
雪
亡
雨
亡
が
寒
い
。

　
午
前
十
一
時
四
十
七
分
、
ニ
ウ
・
ヘ
ヴ
ン
浴
り
電
卓
に
よ
っ
て
エ
ー
ル
大
學

天
士
入
申
量
へ
押
打
壱
＼
先
。
つ
、
嵐
侃
長
シ
ソ
ー
シ
ン
ジ
ヤ
ー
∴
教
授
の
宅
に
招
か
れ
で
、
、

午
馨
澱
た
饗
ぜ
ら
れ
カ
O
そ
れ
か
ら
天
山
又
霊
量
の
内
外
を
吻
塁
長
及
び
ス
テ
ル
ン
ス
．
氏

に
案
内
し
て
貰
つ
糞
。
例
の
ル
ー
ミ
三
・
日
塔
及
び
天
頂
爲
眞
機
が
最
も
興
味
が

深
か
つ
公
Q
晋
エ
ル
キ
ン
ス
が
託
つ
表
定
い
ふ
六
吋
の
ヘ
リ
ナ
メ
ー
タ
！
も
見

れ
。
午
後
四
時
か
ら
、
蔓
長
ば
特
に
自
分
の
穴
め
に
惑
箸
蜜
の
「
室
で
御
茶
の

會
な
催
さ
れ
、
席
上
、
白
分
ば
日
本
の
二
丈
幽
界
に
つ
い
て
一
慶
り
識
話
を
し

歪
。
　
午
後
五
時
四
十
分
獲
の
汽
車
で
ニ
ウ
・
ヘ
ヴ
ン
獲
、
同
六
二
．
四
十
八
分
ハ
ー

ト
フ
ナ
ド
着
Q
岩
上
、
横
田
、
雨
声
に
迎
へ
ら
れ
、
晩
饗
か
良
い
六
後
、
紳
學

校
の
客
室
に
案
内
ぜ
ら
れ
宏
。

　
夜
ぱ
爾
君
の
室
で
、
茶
な
す
㌧
リ
な
が
ら
、
除
夜
の
長
談
議
潜
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
九
二
三
年
度
終
り
Q

こ
ご


